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■
映
画
の
お
話
■

写
真
を
ご
覧
に
な
っ
て
、

「
お
お
っ
！
「
海
底
軍
艦
」

の
轟
天
号
じ
ゃ
な
い
か
！
」

と
雄
叫
び
を
挙
げ
ら
れ
た
町

民
の
方
は
、
我
が
福
島
町
に

は
何
名
お
ら
れ
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
？

「
知
っ
て
る
よ
」

程
度
で
は
駄
目
で
す
。
雄
叫

び
を
挙
げ
ら
れ
た
方
の
人
数

を
申
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
入
手
し
ま
し
た
。

で
、
本
題
で
す
。
僕
の
数

少
な
い
趣
味
の
ひ
と
つ
に
映

画
が
あ
り
ま
す
。
と
、
申
し

ま
し
て
も
、
昨
今
は
あ
ま
り

鑑
賞
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
月

二
本
く
ら
い
で
し
ょ
う
か

（
レ
ン
タ
ル
含
む
）
。
学
生

の
頃
は
年
間
五
～
六
十
本
を
、

映
画
館
で
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル

と
申
し
ま
す
と
、
「
特
撮
映
画
」
と
な
る
訳
で
す
。
Ｃ
Ｇ

技
術
を
悪
く
言
う
つ
も
り
は
さ
ら
さ
ら
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
特
撮
」
と
「
Ｃ
Ｇ
」
は
違
い
ま
す
。
「
Ｃ
Ｇ
」
は
「
ア

ニ
メ
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
は
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
生
ま
れ
で
、
怪
獣

ブ
ー
ム
世
代
で
す
。
映
画
と
言
え
ば
、
ゴ
ジ
ラ
（
東
宝
）

や
ガ
メ
ラ
（
大
映
）
を
筆
頭
と
す
る
怪
獣
映
画
を
見
ま
く

り
ま
し
た
。
五
年
若
く
な
り
ま
す
と
、
変
身
ブ
ー
ム
で
す

ね
。
Ｔ
Ｖ
の
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」
と
か
。

で
、
前
述
の
「
海
底
軍
艦
」
で
す
が
、
一
九
六
三
年
の
東

宝
映
画
で
す
。
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
所
有
し

て
お
り
、
我
が
邦
画
ベ
ス
ト
ワ
ン
作
品
と
申
し
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
後
を
色
濃
く
残
す
「
特
撮
映
画
」

で
あ
り
、
轟
天
号
の
発
進
シ
ー
ン
な
ど
、
今
観
て
も
、
そ

の
迫
力
た
る
や
、
血
液
が
逆
流
す
る
様
な
興
奮
を
覚
え
ま

す
。

洋
画
も
観
ま
す
。
映
画
館
で
の
鑑
賞
回
数№

1
は
「
ウ
エ

ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」
の
十
六
回
で
す
。

昔
、
能
美
根
上
駅
付
近
に
も
映
画
館
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
ど
な
た
か
、
こ
の
映
画
館
の
写
真
を
お
持
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一
報

を
。

広
報
二
十
三
班

渡
辺
正
幸

■
新
入
生
の
交
通
安
全
祈
願
祭
に
つ
い
て

三
月
二
十
八
日(

日)

午
前
十
時
よ
り
、
今

春
浜
小
学
校
に
入
学
す
る
新
入
生
の
交
通
安

全
祈
願
祭
を
行
い
ま
す
。

保
護
者
ご
同
伴
で
の
お
詣
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
、
通
学
時
に
お
け
る
交
通
安
全
、
不
審
者
に
対
す
る

心
構
え
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

尚
、
福
島
保
育
園
以
外
の
児
童
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら

二
十
二
班
若
林
（
五
五―

〇
四
〇
二
）
ま
で
お
知
ら
せ
願

い
ま
す
。

■
日
吉
神
社
祭
典
及
び
諸
行
事
予
定

令
和
三
年

三
月
二
十
八
日
（
日
）
新
入
学
児
童
交
通
安
全
祈
願
祭

四
月
四
日

（
日
）

境
内
掃
除

（
老
人
会
）

四
月
十
五
日

（
木
）

春
祭
り

五
月
九
日

（
日
）

境
内
掃
除

（
福
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

六
月
二
十
二
日
（
火
）
夏
越
大
祓
式

七
月
二
十
五
日
（
日
）
境
内
掃
除
（
十
三
班
～
十
七
班
）

九
月
五
日

（
日
）

境
内
掃
除

（
福
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

九
月
十
二
十
三
日
（
日
・
月
）
秋
祭
り

十
月
十
日

（
日
）
境
内
掃
除
（
二
十
一
班
～
二
十
五
班
）

十
月
十
六
日

（
土
）
神
明
祭

十
一
月
七
日

（
日
）
境
内
掃
除
（
二
十
六
班
～
三
十
班
）

十
一
月
二
十
日
（
土
）
え
び
す
講
祭

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）
厄
除
け
祈
願
、
御
長
寿
年
祝
等

十
二
月
二
十
二
日
（
水
）
師
走
大
祓
式

令
和
四
年

一
月
一
日

（
土
）
元
旦
祭

一
月
九
日

（
日
）
左
義
長

尚
、
時
間
等
詳
細
な
こ
と
は
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
三
年
二
月
役
員
会

二
月
十
二
日
（
金
）
福
島
町
会
館

●
土
木
委
員
会

•

第
三
道
路
の
「
交
通
安
全
」
関
係
の
看
板
が
破
損
。
市
へ

要
望
予
定
。

•

西
部
地
区
側
溝
工
事
、
下
水
化
の
問
題
が
あ
り
。
今
後
の

検
討
に
よ
り
申
請
す
る
。

●
生
活
環
境
委
員
会

•

今
年
も
各
行
事
に
て
お
世
話
に
な
る
予
定
で
す
。

•

西
部
地
区
線
路
沿
い
の
木
、
伐
採
が
必
要
。

•

し
ら
ざ
ぎ
地
区
街
路
樹
下
の
雑
草
、
除
草
を
検
討
。

●
広
報
委
員
会

•

「
福
島
町
だ
よ
り
」
今
号
の
発
行
予
定
。

●
自
主
防
災
会

•

本
年
の
「
安
否
確
認
名
簿
」
作
成
中
。
次
月
完
成
予
定
。

●
防
災
委
員
会

•

三
月
七
日
（
日
）
消
防
関
係
幹
部
打
ち
合
わ
せ
。
福
島
町

会
館
に
て
。

●
神
社
係
（
詳
細
は
後
述
）

•

三
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
～
交
通
安
全
祈
願
祭

•

九
月
十
二
日
（
日
）
十
三
日
（
月
）
秋
祭
り

●
公
民
館

•

本
年
「
館
報
」
は
縮
小
版
に
て
発
行
予
定
。

•

各
行
事
は
都
度
検
討
に
て
決
定
し
ま
す
。

●
議
会

•

三
月
四
日
（
木
）
～
二
十
五
日
（
木
）
に
て
実
施
。

●
町
内
会
長

•

三
月
二
十
一
日
（
日
）
全
日
本
競
歩
大
会
実
施
。

沿
道
で
の
応
援
は
自
粛
下
さ
い
。

•

「
防
災
マ
ッ
プ
」
の
見
直
し
を
検
討
予
定
。

●
三
月

十
四
日
（
日
）
第
十
六
班

●
三
月
二
十
八
日
（
日
）
第
十
七
班

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
は
、
翌
週
に
変
更
と
な
り

ま
す
。
清
掃
日
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
防
災
無
線
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

●
三
月
十
三
日
（
土
）
第
一
班
東
・
一
班
西
・
二
班
の

班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
交
代

要
員
を
出
し
て
下
さ
い
。

●
回
収
品
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
乾
電
池
、
蛍
光
灯
、

空
き
缶
、
新
聞
紙
な
ど
で
す
。

第１９９回

お知らせ

■公民館開放 きらくの日
■のみ活倶楽部
■おきらくカフェ

中止中です。
再開時にはご連絡致します。

福
島
町
墓
地
に
一
区
画
空
き
が

で
き
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
町
内
会
長
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

所
有
者
と
の
仲
介
を
い
た
し
ま
す
。

仲
介
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

朝
日

0
8
0
‐
7
0
6
5
‐
7
7
0
8

※
福
島
町
墓
地
に
つ
い
て
、
転
居
等
に
よ
り
手
放

し
た
い
方
は
福
島
町
町
内
会
で
希
望
者
が
出
ま
し

た
ら
仲
介
し
ま
す
。
仲
介
後
は
当
事
者
間
で
の
交

渉
と
な
り
ま
す
。

■
三
月
二
十
日
（
土
）

午
前
八
時
～

福
島
町
交
差
点
を
海
側
に
少

し
歩
い
た
所
に
お
ら
れ
ま
す
。

福
島
町
に
ゆ
わ
れ
の
深
い
お
地

蔵
様
で
す
。

こ
の
町
を
築
か
れ
た
先
人
の

皆
様
に
感
謝
を
し
、
皆
で
お
参

り
致
し
ま
し
ょ
う
。

■
一
月
二
十
四
日
（
日
）
十
五
時
～

福
島
町
会
館

本
年
の
班
長
を
務
め
て
い
た
だ
く
皆
様
に
ご
集
合
い
た
だ

き
、
班
長
の
お
仕
事
に
つ
い
て
、
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
班
か
ら
の
要
望
を
承
り
ま
し
た
。

班
長
会
は
年
三
回
の
実
施
で
す
。
班
長
の
皆
様
に
は
、
本

年
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
月
号
で
も
周
知
し
ま
し
た
が
福
島
地
区
の
不
燃
ご
み
収
集
時

間
が
早
い
の
で
朝
八
時
三
〇
分
ま
で
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。班

に
よ
っ
て
は
不
燃
ご
み
の
置
く
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
燃
え
る
ご
み
と
き
ち
ん
と
区
別
し
て
く
だ
さ
い
。
不

燃
ご
み
の
中
に
燃
え
る
ゴ
ミ
が
入
っ
て
い
る
と
収
集
さ
れ
ず
に
残

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
を
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
資

源
ご
み
の
た
め
月
一
回
の
資
源
の
日
ま
た
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
家
庭
ご
み
の
出
し
方
を
参
考
に
し
て
ル
ー
ル
通
り
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
電
池
、
蛍
光
灯
も
同
様
で
す
。

※

後
始
末
は
班
長
さ
ん
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ル
ー
ル
通
り
に

ご
み
の
出
し
方
を
守
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

昨
年
の
模
様
で
す

■
今
年
新
し
く
二
十
三
名
の
方
が
百

寿
会
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
一

緒
に
「
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
」
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

■
３
月
の
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
は

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
為
中
止
で

す
。


